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第２２話 聖
しょう

武
む

天皇と仏教 

先に聖徳太子が弘
ひろ

めることに力を尽くされた仏教は、 聖
しょう

武
む

天皇の御代に最も盛
さか

んに 

なり、日本国中に弘まった。 奈良の大仏
だいぶつ

はこの天皇の御代に造
つく

られた。 

   元 正
げんしょう

天皇は在位 10 年で御
み

位
くらい

を文武
もんむ

天皇の皇子に譲
ゆず

られました。 皇子はその時 24 歳におなりでし

た。 これを第 45 代 聖
しょう

武
む

天皇と申上
もうしあ

げます。 

美しく 整
ととの

った奈良の都 

  聖
しょう

武
む

天皇がご即位のときは、、奈良の都をお奠
さだ

めになってから既
すで

に十余年を経
へ

た後ですから、宮 殿
きゅうでん

や

役所
やくしょ

を始め、もとの飛鳥
あすか

の 京
みやこ

から移した大きな寺院なども大抵
たいてい

出来上がり、それらは何
いづ

れも 瓦
かわら

葺
ぶき

で堂々
どうどう

と立派
りっぱ

でしたが、普通の民家は昔のままの板葺
いたぶき

や草
くさ

屋根で小さくみすぼらしかったです。   

ところが、その頃は中国との交通がいよいよ繁
しげ

く、帝都
ていと

の盛
さか

んで立派
りっぱ

なのは、即ち天子の 尊
とうと

い所以
ゆえん

で

あり、天下のよく治
おさ

まるしるしであるという考えが、唐
とう

からわが国にも伝えられていた時ですから、帝都

の民家が宮殿や役所などとひどく釣
つ

り合わないのが気になったのでしょう。  

ご即位の年の 1１月に、太政官
だじょうかん

は天皇に奏
そう

して、「帝都
ていと

は万国
ばんこく

から集まって参
まい

る所でありますから、こ

れを立派にしなければどうして天皇の徳
とく

を表
あら

わすことが出来ましょう。 板
いた

屋根
や ね

や草葺
くさぶき

は昔から伝わって

来たものではありますが、破
やぶ

れ易
やす

くて長持
ながもち

がしませんので、むだな費用
ひよう

がかかります。 どうぞ役人に仰
おお

せられて、五位以上のもの及び普通
ふつう

の民でその力のあるものは、 瓦
かわら

屋根の家を建てて、壁
かべ

や 柱
はしら

を赤や白

で塗
ぬ

るようにさせて頂
いただ

きたい」と申上げました。  

既
すで

に 商 業
しょうぎょう

なども可
か

なり盛
さか

んになっていた都の事ですので、富
と

んだ者も多くいたのでしょう。 間
ま

も

なく、日に光
ひか

って美しい 瓦
かわら

屋根や、白壁
しらかべ

や朱塗
しゅぬり

の柱などが、そこにもここにも檐
のき

を列
つら

ねて見られるよう

になり出しました。 市中
しちゅう

が美しく 整
ととの

って、いよいよ繁華
はんか

になって行く有様
ありさま

は容易
よ う い

に想像
そうぞう

されるでしょ

う。 

  それに、聖
しょう

武
む

天皇の御代の頃
ころ

は、唐
とう

では玄宗
げんそう

皇帝
こうてい

の時代で、唐
とう

朝
ちょう

の 最
もっと

も盛
さか

んな時でありましたか

ら、わが国から留学する学生や僧侶
そうりょ

が 頗
すこぶ

る多く、彼
か

の地
ち

の進
すす

んだ文物
ぶんぶつ

を盛
さか

んに輸入
ゆにゅう

したので、わが学問

も大いに進
すす

み、世の中もますます開けて、所謂
いわゆる

 奈良
な ら

朝
ちょう

の文化を現 出
げんしゅつ

するようにもなりました。 実際
じっさい

、

奈良時代 70 余年の間で、最も盛んであったのは、この天皇の御代です。 その頃の奈良の都がいかに美し

く華
はな

やかであったかは、小野
おのの

老
おゆ

が当時
とうじ

の有様
ありさま

を歌って、 

青
あを

丹
に

よし 奈良の都の 咲
さ

く花の  匂
にほ

うが如
ごと

く 今
いま

盛
さか

りなり  

といったのを見ても分かります。 

仏教大いに弘
ひろ

まる 

  さて仏教は、推古
すいこ

天皇の御代に聖 徳
しょうとく

太子がこれを弘
ひろ

めることに力を尽
つ

くされてから、次第
しだい

に盛
さか

んに

はなって来ましたが、 聖
しょう

武
む

天皇の御代になって、俄
にわ

かに目
め

ざましい 勢
いきお

いで天下に弘
ひろ

まりました。 これ
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は、 聖
しょう

武
む

天皇が皇后
こうごう

と共
とも

に深
ふか

く仏教を信
しん

ぜられて、これを弘
ひろ

めることにご熱心
ねっしん

でしたためです。 

  ここで、天皇は仏教をただ 尊
とうと

い教
おし

えとしてお信じになったばかりではなかった。 仏教が弘
ひろ

まれば人

の心も自然と善
よ

くなり、罪人
ざいにん

などもなくなって、天下はおのづから泰平
たいへい

となるだろうし、又、仏教を信ず

れば、災難
さいなん

にも罹
かか

らず、毎年豊年
ほうねん

がつづいて、国家は富
と

み、人々は幸福
こうふく

に暮
く

らせるに違
ちが

いない。 即
すなわ

ち

仏教は政治の上にも大切
たいせつ

なものであるとお考えになっておられたのです。 

 これがために、在位 26 年の間、天皇はしきりに寺を建て、仏像
ぶつぞう

を造
つく

りなどして、 専
もっぱ

ら力を仏教のた

めに尽
つ

くされたが、それにはまた、殊
こと

に信仰
しんこう

の篤
あつ

かった皇后
こうごう

が、内
うち

からよく天皇をお輔
たす

けしたことも知
し

っ

て置
お

く必要
ひつよう

があります。  

光 明
こうみょう

皇后 

  聖
しょう

武
む

天皇の皇后は藤原
ふじわら

不比等
ふ ひ と

の 娘
むすめ

であります。 古来
こらい

、皇后は皇族
こうぞく

以外
いがい

からは 殆
ほとん

どお立
た

てになら

なかったのですが、不比等
ふ ひ と

は大化
たいか

の大功臣
こうしん

である 大
だい

職
しょく

冠
かん

 鎌足
かまたり

の子である上に、大宝
たいほう

律 令
りつりょう

の制定
せいてい

や奈

良奠都
てんと

などにも大功
たいこう

があったので、天皇は特にその功を思
おぼ

し召
め

して、その 娘
むすめ

を皇后となされたのでした。 

これが世に名高
なだか

い光 明
こうみょう

皇后でして、実に藤原氏から出て皇后になられた最初
さいしょ

のお方です。 

  いったい藤原氏は、もとは神の祭祀
さいし

を 掌
つかさど

る中臣
なかとみ

氏から出たのですが、鎌足
かまたり

以後は仏教をも信仰
しんこう

しま

した。 鎌足
かまたり

は都が近江
おうみ

の志賀
し が

に在
あ

った天智
てんぢ

天皇の御代に、その近くの山城
やましろ

(今の京都府)の山科
やましな

に藤原氏

の氏寺
うじでら

として寺を建てた。 その子の不比等
ふ ひ と

は、天武
てんむ

天皇の御代に、やはり都を置かれた大和
やまと

の飛鳥
あすか

にそ

れを移
うつ

して、更
さら

にまた元 明
げんみょう

天皇が奈良の都を奠
さだ

められると、その郊外
こうがい

の春日
かすが

にそれを移
うつ

した。 今もそ

のままに残っている興福寺
こうふくじ

がその寺です。 

 又、不比等
ふ ひ と

の弟の定恵
じょうえ

は僧侶
そうりょ

となって、仏教の研 究
けんきゅう

に唐に留学までしました。 こういう風
ふう

に仏教

を 尊
とうと

ぶ藤原氏に生
う

まれられたためでもあったか、光 明
こうみょう

皇后は深
ふか

く仏教を信仰なされました。 殊
こと

に生
う

ま

れつきお情
なさ

けが深いので、施
せ

薬院
やくいん

を設
もう

けて、貧
まず

しい人々に 薬
くすり

を与
あた

え病気
びょうき

の治療
ちりょう

をなされたり、又、悲田院
ひ で ん い ん

を置いて、親
おや

のない哀
あわ

れな子供
こども

を集
あつ

めて 養
やしな

われたりした。 仏教では殊
こと

に慈善
じぜん

の 行
おこな

いを 尊
とうと

ぶからです。 

  かくして天皇も皇后も仏教を弘
ひろ

めることにいろいろと力を尽
つ

くされたが、中でも最も目立
め だ

ったことは、

諸国
しょこく

に国分寺
こくぶんじ

を建
た

てさせられた事と、奈良の大仏
だいぶつ

をお造
つく

りになった事であります。 

国分寺
こくぶんじ

 

  国分寺
こくぶんじ

というのは、国家が泰平
たいへい

で、五穀
ごこく

が豊
ゆた

かに実
みの

るようにと祈
いの

られるために、聖
しょう

武
む

天皇が 詔
みことのり

を

下
くだ

して、国
くに

毎
ごと

に造
つく

らせられた僧寺
そうじ

と尼寺
に じ

との事です。 これは前にも述べたように、仏教が弘
ひろ

まれば天下

は 自
おのづか

ら泰平
たいへい

になるという天皇のおぼしめしから出たものです。 僧寺は一般に国分寺
こくぶんじ

といい、尼寺は

国分
こくぶん

尼寺
に じ

といいました。  

僧寺と尼寺とは、国府
こくふ

を中間にして、なるべく反対の方向に、相当
そうとう

の距離
きょり

を置
お

いたところに位置
い ち

を選
え

ら

ばせて、僧寺には二十人の僧を置き、尼寺には十人の尼を置いた。 そしてそれぞれに土地を 賜
たまわ

って、保護
ほ ご

を加
くわ

え、その地方
ちほう

に仏教を弘
ひろ

めることに 従
したが

わせたのです。 
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今も全国
ぜんこく

を通
つう

じていえば、いくらかの国分寺は残っているが、大抵
たいてい

は寺はなくなり、ただ国分寺とか

国分
こくぶ

とかいう地名
ちめい

だけが残りその址
あと

を示
しめ

しています。  

大仏で名高い奈良の東大寺
とうだいじ

は、もと大和
やまと

の

国分
こくぶん

僧寺
そうじ

として建てられたもので、また全国の国

分僧寺の総本山
そうほんざん

でもありました。 又、この東大

寺に対する大和の国分
こくぶん

尼寺
に じ

は、今の奈良の西北に

在る法華寺
ほ っ け じ

でした。 この寺は今も大きな尼
あま

寺と

して残っています。 

奈良の大仏
だいぶつ

の建 立
こんりゅう

 

  さて、奈良の大仏は東大寺の本尊
ほんぞん

として造
つく

ら

れた廬
る

遮那仏
しゃなぶつ

という 仏
ほとけ

の坐像
ざぞう

です。 其の高さ

は五丈三尺五寸、顔の長さが一丈六尺、その広さ

が九尺五寸、眉
まゆ

の長さが五尺四分五寸、目の長さ

が三尺九寸、口の長さが三尺七寸、 掌
てのひら

の長さが

五尺六寸、小指
こゆび

の長さが四尺四寸というのですか

ら、ちょっと想像
そうぞう

して見ても、いかにそれが大き

なものであるかは分
わ

かります（１丈は 10 尺で、

約３ｍ）。 実に世界一の大きな鋳物
いもの

の像
ぞう

です。 

 

  

  

        奈 良 の 大 仏 

初め、 聖
しょう

武
む

天皇がこれをお造
つく

りになろうとご決心になった時の 詔
みことのり

を見ますと、仏法
ぶっぽう

の 力
ちから

に依
よ

っ

て、国家を泰平
たいへい

にし、永 久
えいきゅう

の幸福
こうふく

を図
はか

り、万物
ばんぶつ

を栄
さか

えしめるがために廬
る

遮那仏
しゃなぶつ

を鋳 造
ちゅうぞう

することにする

と仰
おお

せられています。  

その根本
こんぽん

のご趣意
しゅい

は、どこまでも国家のため、民のためでしたが、しかし、信仰
しんこう

を持たない者の力を借
か

りては、却
かえ

って真
ま

心
ごころ

を欠
か

くことともなるからと仰
おお

せられて、この事業
じぎょう

に従うものは、必ず仏を信じてい

るものだけに限
かぎ

らせられて、漫
みだ

りに一般の民を使うようなことはなさらなかった。 

 又、その費用
ひ よ う

の如
ごと

きも、主
しゅ

として万民
ばんみん

の寄付
き ふ

に依
よ

ろうとなされて、決
けっ

して無理
む り

に民から納
おさ

めさせるこ

とはしないようにと厳
きび

しく国司や郡司を 戒
いまし

められています。  

僧行基
ぎょうき

の勧進
かんじん

 

  この天皇のご趣意
しゅい

を奉
ほう

じて、僧の行基
ぎょうき

は弟子
で し

らと共に全国をまわり、各地
かくち

の人々に大仏建 立
こんりゅう

の謂
いわ

れ

と功徳
くどく

を説
と

いて聴
き

かせて、応分
おうぶん

の寄付
き ふ

を勧
すす

めて歩いた。 行基
ぎょうき

は当時
とうじ

の名僧
めいそう

でして、殊
こと

に徳 行
とくぎょう

の高い人

でしたから、これを聴
き

いた者は皆大いに喜んで、その費用を 奉
たてまつ

る者
もの

もあれば、持
も

ち合わせの金や銅や古金
ふるがね

などを寄進
きしん

する者もありました。  
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斯
こ

うして費用
ひよう

や材 料
ざいりょう

は次第
しだい

に集
あつ

まったが、なにしろ大きな大仏のことですから、その鋳 造
ちゅうぞう

に取りか

かってからも容易
ようい

には出来上がりませんでした。 鋳上
い あ

げるだけにも三年余の月日がかかり、その間には

八度も鋳直
いなお

したとも伝えられているほどで、いかに苦心
くしん

したかが分かります。 それに鋳型
いがた

を作った月
つき

日
ひ

や、

細
こま

かい細工
さいく

をしたり、金を塗
ぬ

ったりした月日を加えると、五年三ヶ月になり、大仏をお造
つく

りになるご決心

をされた時からでは実に十年目で出来上がったのでした。  

誠
まこと

に 驚
おどろ

くべきことで、これを見てもいかに 聖
しょう

武
む

天皇が深く仏教をお信じになっていたかが分かりま

す。 

大仏
だいぶつ

殿
でん

 

  大仏の像の高さは五 丈
じょう

三 尺
じゃく

五寸
すん

ですが、それがまた高さ八尺の石の台の上に、そして、高さ一丈の

銅の連座
れんざ

を重
かさ

ねた上に座
すわ

っているのですから、その全体の高さは、七丈一尺五寸になります。 そして又、

この大仏のうしろに着いています光背
こうはい

は、高さ十一丈四尺、広さ九丈八尺という大きなもので、これには

五百余体の仏像が着
つ

いていて、それが連座の上にのせてあります。  

それで、これをまつる大仏殿
だいぶつでん

が非常に高く大きなものでなければならないことはいうまでもない。   

実にその高さは十五丈六尺、間口
まぐち

は二十九丈、奥行
おくゆ

きは十七丈の大きな建物でした。 

大仏開眼
かいげん

の式 

この驚くべき大事業
じぎょう

が何もかも出来上がって、天平勝宝 4 年 –-西暦 752 年--、 いよいよ大仏開眼
かいげん

の

式が行われた時は、既に 聖
しょう

武
む

天皇は御位を皇女
こうじょ

に譲
ゆず

って上 皇
じょうこう

となられ、第 46 代孝
こう

謙
けん

天皇がご即位にな

って四年目でありました。     

それでその式の日には、孝
こう

謙
けん

天皇は上皇、光 明
こうみょう

 皇太后
こうたいごう

と共に文武
ぶんぶ

の百官
かん

を率
ひき

いて親
した

しくお臨
のぞ

みに

なり、一万人の僧が集まってお 経
きょう

を読んだということです。   

実に盛
さか

んな事であったろうと想像されます。 殊
こと

に、その時の大仏は、今と違って全体に金が塗
ぬ

って

あったのですから、さぞ目も眩
くら

むばかりの光を放
はな

って、荘厳
そうごん

この上もなかったことでしょう。 

今の大仏と大仏
だいぶつ

殿
でん

 

  大仏と大仏殿とは、その後、戦争のために二度も火事に遭
あ

って、大仏の頭は二度共
とも

に熔
と

け落
お

ちたので、

その度
たび

毎
ごと

に修理
しゅうり

を加えて来ましたから、今の大仏は元
もと

のままではないが、その胴体
どうたい

の大部分と連座
れんざ

の一部

分とは出来た時のままです。   

又、大仏殿も二度建
た

て直
なお

したので、高さは最初の通り十五丈六尺ですが、間口
まぐち

は十八丈八尺に減
げん

じて、

奥行
おくゆき

は十六丈六尺に減じています。 しかし、純粋木造
もくぞう

の建物では今も世界一の大きさです。  

しかもこれが、こういう大きな世界最大
さいだい

の銅
どう

仏像や木造
もくぞう

建築物が、今から 1260 年以上も前にわが国

に出来たことを思うと、実に不思議
ふ し ぎ

な気がします。 

 

( 第２２話 聖
しょう

武
む

天皇と仏教 終わり。次は前頁に戻り、 第２３話 吉備真備
きびのまきび

と阿倍仲麻呂
あ べ の な か ま ろ

 へ) 


